
 

  ３年生が理科の学習でホウセンカやヒマワリの種を植えて、芽が出てくるか、どのような芽が出るの

か、出てきた芽はどのくらいの大きさなのかなどを観察しています。子供たちは、ものさしを使って高さ

や葉の大きさなどを調べ、色の細かな様子などをしっかりと観察していました。実物を見ながらの学習

は、子供たちにとって、やはり発見が多い学習になるようです。子供たちの目がとても輝いていました。 

  

   

 

 

ほうせんかの芽が出たよ！


